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計 3 校の 1～3 年生 908 名を対象として無記名自記式の質問紙法による調査を実施した。 
第二に、青少年の危険行動を抑制する要因として注目されているセルフエスティームとの比較検
討から規範意識の相対的な重要性を検討するために、「日本青少年危険行動調査 2001」のデータ（解
析対象：全国の高校から無作為に抽出された 1～3 年生 11,113 名）を用いて分析した。 
また、2011 年に実施された全国調査「日本青少年危険行動調査 2011」における高校 102 校の 9,778
名を解析対象として、青少年の危険行動を抑制する要因として最近の研究において注目されている
レジリエンスとの比較検討から規範意識の相対的な重要性を検討した。 

























における規範意識はいずれも、その 10 年前（2001 年）との比較では良好に変化しているものの、
必ずしも十分とは言えない状況であった。中でも「学校」における規範意識は、不十分と言わざる
を得ない状況であった。 
（考察） 
規範意識は特定の危険行動に留まらず、様々の危険行動に共通する要因であることが認められ、
さらに、これまでに国内外の研究において危険行動を抑制する要因として注目されているセルフエ
スティームやレジリエンスとの相対的な検討によっても、規範意識がより重要な要因であることが
示された。すなわち、我が国の青少年における危険行動を包括的に防止する上で、規範意識は心理
社会的要因の中でも特に重要な要因であることが明らかとなった。中でも「学校」における規範意
識が危険行動の防止に特に強く影響することが示された点は特筆すべき知見である。 
これらのことから、危険行動を防止する保健教育においては、青少年の規範意識の育成を重視す
ることが必要であり、特に「学校」における規範意識の改善、向上に焦点を当てることが重要であ
るという結論を得た。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本論文は、学校保健上の喫緊の課題となっている青少年の危険行動を防止する上で、規範意識が
-３ 
より重要であることについて、理論的および実証的に明らかにしたものである。危険行動を包括的
に取り上げてそれらに共通して関連する要因に焦点を当てたこと、また先行研究の概観から危険行
動に関連する要因として注目されたセルフエスティームおよびレジリエンスとの比較検討より規範
意識の相対的な重要性を明らかにしたこと等の特徴的な視点が見られる。本論文の結果は、学校保
健研究における学術的貢献が認められ、今後の防止教育の充実に向けた実践研究への基礎的知見と
して高く評価される。 
平成２６年１２月９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
